
別表２

時間

開始 終了

12:50 ～ 13:00
開講式

オリエンテーション

13:00 ～ 13:50

14:00 ～ 14:50

15:00 ～ 15:50

16:00 ～ 16:50

17:00 ～ 17:50

18:00 ～ 18:50

10:00 ～ 10:50

11:00 ～ 11:50

13:00 ～ 13:50

14:00 ～ 14:50

15:00 ～ 15:50

16:00 ～ 16:50

10:00 ～ 10:50

11:00 ～ 11:50

13:00 ～ 13:50

14:00 ～ 14:50

15:10 ～ 16:00

16:10 ～ 17:00

17:00 ～ 17:10 閉講式

日程 研 修 科 目
時間
数

研修講師 研修内容

平成２７年度知的財産活用研修［検索コース］(第１回)
研修内容及びスケジュール

研修会場

10/7
(水)

TKPガーデンシティ
名古屋新幹線口

会議室５A

特許法及び
特許文献分類体系の概要 3

　特許文献検索を行うにあたっての基礎と
なる特許法及び特許・実用新案審査基準
についての解説及び特許文献を検索す
るFタームの体系についても解説する。

先行技術文献検索理論 3

　技術動向の把握のための特許文献検
索や、特許審査基準を考慮して特許性の
判断に必要な特許文献検索を行う手法に
ついて、特許庁の特許審査手法のノウハ
ウを織り交ぜつつ解説する（注１）。

10/8
(木)

先行技術調査演習 6

もえぎ特許事務所
弁理士　木村　伸也

お茶の水内外特許事務所
弁理士　中村　理弘

　実際の特許出願を用いて、与えられた
課題に対して研修生自らが、特許情報プ
ラットフォーム（Ｊ-PlatPat）を利用して特許
性の判断に必要な特許調査を行う。講義
を通じて習得した知識を、随時指導者に
質問ができる環境下で実践する。

政策研究大学院大学
准教授　二階堂　恭弘

※カリキュラムの内容、時間配分については、諸事情により変更になる場合があります。

（注１）知的財産活用研修［検索コース］では、パテントマップの作成方法自体については扱いません。
（注２）研修生の特許文献検索経験年数の分布等を考慮し、班編成を行わせていただきます。

10/9
(金)

グループディスカッション
（調査結果討論） 4

もえぎ特許事務所
弁理士　木村　伸也

お茶の水内外特許事務所
弁理士　中村　理弘

　少人数の班を編成し、研修生それぞれ
が作成した特許調査の結果をもとに、適
切な検索式の作成方法や、発見された文
献に基づく新規性・進歩性の判断につい
て班別討論を行い、調査報告書を作成す
る（注２）。

模範解答解説
（講師からのフォローアップ） 2

　班別の討論結果を発表するとともに、講
師による講評を行う。また、特許文献検索
を行う手法や対策について、講師により
特許庁の特許審査判断のノウハウを織り
交ぜつつ解説する。


